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自動車製造業の概要 １自動車製造業の概要 １

１．企業数１．企業数

１４社（日本自動車工業会会員のカバー率１００％）

２．会員企業の製品２．会員企業の製品

自動車、二輪車

自動車・二輪車部品

３．生産台数と生産金額の推移３．生産台数と生産金額の推移

自動車・二輪車生産台数と生産金額の推移
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四輪車

二輪車

生産金額

１

生産台数 四輪車 約１,０８９万台

二輪車 約１７７万台

生産金額 約２１兆円

※１．２００５年度

※２．四輪車の生産台数には

車体製造メーカーへの委託生産台数を含む。



（２００５年度）

自動車製造業の概要自動車製造業の概要

２

その他の

産業・エネルギー転換部門

４億９,９３２万ｔ－ＣＯ２

（９８.９％）

自動車製造部門

５７５万ｔ－ＣＯ２ （１.１％）

自動車製造業の概要 ２自動車製造業の概要 ２

４．産業・エネルギー転換部門における自動車製造業界のＣＯ２排出状況４．産業・エネルギー転換部門における自動車製造業界のＣＯ２排出状況

自動車製造部門の占める割合は１.１％

日本経団連自主行動計画 産業エネルギー転換部門での位置付



CO２排出量削減取り組みの推移CO２排出量削減取り組みの推移

１．目 標１．目 標

四輪車・二輪車および同部品生産工場から排出される

２０１０年度のCO2排出量を１９９０年度の１０％減とする。

２．２００５年度の状況２．２００５年度の状況

・CO2排出量 ５７５万t-CO2 （基準年比 ▲２５％）

・CO2排出量原単位※ ２７.３万t-CO2／兆円 （基準年比 ▲３３％）
※．生産額当たりのCO2排出量
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自主取組スタート（１９９７～）

目標値（６８３万ｔ-CO2）

７５９

５７５

３取組成果の分析・評価のため、電力CO2換算係数は、1990年度の0.104kg－C/kWhに固定
（原子力発電等の導入による原単位改善による効果を除外）



2005年度に実施した主なCO2削減対策の効果2005年度に実施した主なCO2削減対策の効果

多数の小型ボイラーを設置し、
負荷に併せて運転台数を管理

コジェネレーションシステム

４

CO2削減対策
削減効果
（万ｔ－CO2)

　エネルギー供給側の対策

　　　コジェネの導入拡大、高効率ボイラーの導入拡大
　　　省エネタイプ設備の導入拡大、等

　エネルギー使用側の対策

　　　機器のインバーター化、空調設備の省エネ、
　　　熱処理・塗装工程・鋳造工程等の省エネ、
　　　照明設備の省エネ、等

　エネルギー供給方法、運用・管理の対策

　　　非稼働時の設備停止、
　　　エネルギー使用管理の徹底、等

　生産ラインの統廃合、低負荷ラインの集約 6.5

　燃料転換等 1.1

0.4

1.1

1.8



２０１０年度目標達成について １２０１０年度目標達成について １

各社の生産計画に基づく推計では、２０１０年度の排出量は

６９８万t－CO2となり、目標値の６８３万t－CO2を僅かに超える。

主な増加要因は以下の通り。

１．生産量増加（工場の新設等）

２．海外への部品輸出増加

３．ハイブリッド車、ディーゼル車等の生産増、車両安全性向上

４．VOC削減対策等の環境保全対応

５．労働環境向上等設備対応

５



２０１０年度目標達成について ２２０１０年度目標達成について ２

６

今後数年で実施予定の対策とその後の更なる努力により、目標達成は可能と考える。

取組成果の分析・評価のため、電力CO2換算係数は、1990年度の0.104kg－C/kWhに固定
（原子力発電等の導入による原単位改善による効果を除外）
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今後数年で実施予定のCO2削減対策と効果の予測今後数年で実施予定のCO2削減対策と効果の予測

CO2削減対策
削減効果推定
（万ｔ－CO2)

　エネルギー供給側の対策

　　　コジェネの導入拡大、高効率ボイラーの導入拡大
　　　省エネタイプ設備の導入拡大、等

　エネルギー使用側の対策

　　　機器のインバーター化、空調設備の省エネ、
　　　熱処理・塗装工程・鋳造工程の省エネ、
　　　照明設備の省エネ、等

　エネルギー供給方法、運用・管理の対策

　　　非稼働時の設備停止、
　　　エネルギー使用管理の徹底、等

　生産ラインの統廃合、低負荷ラインの集約 3.6

　燃料転換等 4.7

合　計 14.1
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７



参考 ハイブリッド車と通常の自動車の生産時、走行時のCO2排出量参考 ハイブリッド車と通常の自動車の生産時、走行時のCO2排出量

ハイブリッド車は生産時のCO2排出は通常の自動車より多くなるが、

燃費が良いため、生涯のCO2排出量は大幅に減少。

ディーゼル車も同様。

通常の車

ハイブリッド車

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ １００８０ ９０

素材製造
部品・組立
維持等

走 行

２０％程度
増加

４０％程度 削減

生涯で３０％程度削減

※．生涯走行距離１０万ｋｍ（１０年）を１０・１５モード燃費で走行すると仮定

出典：日本自動車工業会資料、トヨタ自動車（株）資料より作成
８


